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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成30年3月8日(2018.3.8)

【公表番号】特表2018-502301(P2018-502301A)
【公表日】平成30年1月25日(2018.1.25)
【年通号数】公開・登録公報2018-003
【出願番号】特願2017-535016(P2017-535016)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｋ   7/32     (2006.01)
   Ｇ０１Ｋ   1/02     (2006.01)
   Ｈ０２Ｇ  15/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｋ    7/32     　　　Ｓ
   Ｇ０１Ｋ    1/02     　　　Ｅ
   Ｈ０２Ｇ   15/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年12月19日(2017.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも（半）導電層内に密閉された電気導体の温度を感知するための温度感知装置
であって、前記装置は、
　主表面を有する基板と、前記基板の前記主表面上に配置されたトランスデューサと、前
記トランスデューサに電気接続された１つ以上のセンサアンテナと、を含む表面弾性波（
ＳＡＷ）温度センサであって、前記１つ以上のセンサアンテナは、電磁信号を受信又は送
信するように構成されており、前記トランスデューサは、前記電磁信号と、前記基板の前
記主表面上を伝搬するＳＡＷ信号との間の変換を行うように構成されている、表面弾性波
（ＳＡＷ）温度センサ、を備え、
　前記基板の少なくとも一部分が、前記電気導体と熱的に接触するように配置されており
、前記ＳＡＷ信号が前記電気導体の前記温度によって変化する、温度感知装置。
【請求項２】
　電気導体と、
　前記電気導体を密閉する（半）導電層と、
　請求項１に記載の温度感知装置と、を備える電気ケーブル組立体であって、
　前記ＳＡＷ温度センサが前記電気導体と前記（半）導電層との間に配置されており、か
つ、前記（半）導電層によって密閉されており、
　前記（半）導電層が、前記電気導体によって送電される電力に対する電磁遮蔽を提供し
、その一方で、前記１つ以上のセンサアンテナの前記電磁信号が前記（半）導電層を通過
することを可能にするように構成されている、電気ケーブル組立体。
【請求項３】
　少なくとも（半）導電層内に密閉された電気導体の温度を感知する方法であって、前記
方法は、
　表面弾性波（ＳＡＷ）温度センサを準備することであって、前記ＳＡＷ温度センサは、
主表面を有する基板と、前記基板の前記主表面上に配置されたトランスデューサと、前記
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トランスデューサに電気接続された１つ以上のアンテナと、を含み、前記１つ以上のアン
テナは、電磁信号を受信又は送信するように構成されており、前記トランスデューサは、
前記電磁信号と、前記基板の前記主表面上を伝搬するＳＡＷ信号との間の変換を行うよう
に構成されている、ことと、
　前記基板の少なくとも一部分を、前記電気導体と熱的に接触するように配置することで
あって、前記ＳＡＷ信号は、前記電気導体の前記温度によって可変である、ことと、
　前記ＳＡＷ温度センサの前記１つ以上のアンテナと電磁通信するように構成された送受
信ユニットを準備することと、
　前記送受信ユニットと前記１つ以上のアンテナとの間の前記電磁通信を介して、前記電
気導体の前記温度によって可変である前記ＳＡＷ信号を検出することと、
　検出された前記ＳＡＷ信号に基づいて電気伝送線の前記温度を決定することと、を含む
方法。
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